
日本水難救済会では、９月８日、東京都日野市立平山小学校において「若者の水難救済

ボランティア教室」を開催しました。

６年生児童７６名を対象に実施したもので、東京海上保安部及び巡視艇まつなみの職員

並びに日本水難救済会職員が講師となり、事故発生時の対応、自己救命策について学んだ

ほか、着衣泳でのペットボトルを利用した背浮き等を体験しました。

当日は、児童たちは元気いっぱいで賑やかにかつ真面目に取り組んでいました。


